
(一社)兵庫県理学療法士会

理事会 議事録

記録日： 令和5年5月19日(金)

開催日時 令和5年5月16日(金) 19時 00分～21時20分

開催場所 Web

出席者
間瀬、沖山、山本、木澤、永嶋、正木、山口、中川、小森、前川、伊藤、檀辻、成田、岩田、本

田、小山、樋笠、有吉、清原、鮫島、岩井

欠席者 堤

記録者 中川

議題1 会長報告（常勤役員の新規雇用についてを含む）

・会長行動禄（主なもの）

4 月から 5月にかけての行動は神戸新聞社、三士会の会議があったが、大きな動きはなかった。

事務局員規定を何時から行っていくかについてのお話しをしたのが主。

・事務局員新規雇用作業スケジュール案。

7月総会議決。新規の募集を今年度募集して決定する。8月募集開始９，10月で採用試験。2024年 4月に新規

採用。1年間引継ぎ。2024年度 3月末で事務責任者交代。現在の常勤役員雇用の雇用終了。

1年間の引き継ぎの間は金銭的なことを考えると色々な考えがあると思うが、事務、行政関係についてしっかり動

けるようにしたい。

総会で全体的な話は会長から、細かい規定については担当理事が説明する。

役員の報酬規程

「一般社団法兵庫県理学療法士会職員就業規定第 5条に基づき、最初に職員が採用された後の引継ぎ期間（概ね 1
年)以後、常勤役員は置かないものとする。」と、する。

施行日は令和 5年 7月 9日にする。

定款の変更について。第 29条役員の報酬に関する規定。今回の報酬規程の作成により「無報酬とする。ただし、常

勤の理事及び監事に対しては、総会において定める総額の範囲内で」を削除する。

次回の理事会で、採用の方法を提示して相談する。

議題２ 審議事項:感染予防対策委員会の委員長の承認

加藤真司氏を推挙したい。

COVID19第 4波患者の命を守るための緊急招集にて老健での感染拡大の実情について報告。その後感染予防対

策委員会のメンバーとして尽力。これまでも介護領域の立場から様々な報告、意見を出していただいた。

→承認。

議題３ 協議事項： 4DAS（認知症機能訓練システム）に関する研修会の共催可否と人員動員について

昨年 10月にご報告した。病院勤め出ない人を中心に研修会を行いたい。

10月 22日 13：30～
開催方法 集合型

生涯学習ポイントの登録も行う。



→理事会では決めることではないので決定しない。兵庫県と話し合って決める。

共催自体は承認。

ポイントについては永嶋理事と檀辻理事で詰める。

議題４ 協議事項：役員選挙について

代議員から理事に候補があった。

神戸東、神戸西、阪神南（西宮・芦屋）から代議員を辞退。代替の代議員の推薦を支部運営審議会に依頼

中。

→代議員の立候補の時に、代議員を辞任していなかったことを気が付かないこともあるかもしれない。辞任

することを文章に入れてほしい。

議題 5 協議事項： 学校保健・特別支援教育者への対応について

月 1 回土曜日に健康運動体操クラブのような活動を考えている。専任講師に来ていただきたい。何時からか

は決まっていないが、ご協力をお願いしたいと連絡があった。

健康な供と障害のある子と 2 本立てで考えないといけないが、そういう部署を作ってはどうかと思う。

→委員会を作るとかではなく、方向性を考えてもらえないかと思う。

担当理事 2名と子供障害支援部、他教諭をしている PT1 名に声をかける。

議題６ 協議事項： 会員への福利・校正について

会員の福利厚生について充実を図りたい。

ライフパートナーにどの辺までカバーできるかを問い合わせている。

住宅・建築。物件あっせん。優待 （株） メンタルヘルス相談、Smart 相談室

→旅行とか宿泊とか。

メンタルヘルスは旧厚生部が色々調べてもらっています。、

使わなかったら予算がもったいない。

結婚の祝い金とか子どもが生まれたら祝い金とか家事代行の負担。

夫婦割引などがあればいいなと思った。

議題 7 協議事項：理学療法の日 神戸新聞掲載内容について

県学会にマリチモビディティに関する研修があるので、それの取材で掲載するのはどうかと意見があった。

→今年はマルチモビディティ行い、神戸新聞から担当理事に連絡がいくようにする。来年度からは広報に関

する部署で行う。拡大理事会で広報部に伝える。

議題 8 協議事項；拡大理事会の日程について

総会、7月理事会後に定例理事会を。ここでは、重要なことだけしたい。

7 月 21 日に拡大理事会を行いたい。

議題 9 協議事項：神戸市スポーツ局からの依頼について



神戸市のスポーツ局が来て、レース用の車いすがあるが、そういうことを知らない子供に教えたい。秋口ま

でにイベントを行いたい。その企画案のチェックと 5 名くらいの子どもに対して 7 名くらいの理学療法士の

参加を期待している。体調管理も行ってほしい。費用は交通費と神戸市の規定に基づき支給。

教育や養護学校のネットワークを通じて、このイベントをアナウンスしようとしている、健常者とともに学

んでいる子供たちへのアナウンスができない。このようなネットワークが兵庫県士会にあれば協力してもら

いたいとのことであった。

スポーツ活動支援部が絡んでほしい。

→車椅子がどのようなものか、対象によっては子ども生涯支援部なのかスポーツ活動支援部になるのか変わ

ってくる。7月までは問い合わせのあった理事が担当することになるので、話を詰めていきたい。

ネットワークは学校の教育委員会がするべき。

議題 10 協議事項：労働災害防止と就労支援に関する事業について

PT 協会 組織運営協議会資料から

第 14 次労働災害防止計画の概要 理学療法士を活用しましょうということろからはじまっている。

調べてみて兵庫県内では行っている会（PT）がいるのでわざわざ県士会がする必要はないかなと思った。

神戸市内ではどうか調べてもらっている。そこでもしていれば、県士会でする必要はないと思う。

→産業理学療法に出たりしていた。病院勤め出ない人は動きやすいということで、依頼のメールがきたりす

る。もっとコラボレーションしたらいいのではないかと思う。人の供給は県士会でするなどいい形で出来な

いかなと思う。

その会の関係者を知っている理事が複数いるので、話をしてみる。収入を得ている PT がいるかどうかは確か

める。

その会（PT）がいいというなら積極的に PT が行くことを考えたい。県や市役所に訴える時にそういう話題を

したい。

議題 11 報告事項：業務監査、会計監査について

4 月 28 日業務監査、会計監査を受けました。

会計監査：監事

昨年度の執行率から上昇した 78.2%。以前は源泉徴収をきっていないとか不備があったが、統一、簡略化さ

れ、負担軽減へのご尽力に感謝いたします。

支部間の予算額並びに予算執行率の格差に今後ご検討ください。

事業監査：監事

・オンライン研修を主軸にしながらも可能な研修は対面で開催し、会員の研修会受講機会の確保に尽力され

た。

・事業目標達成に向け局をまたいだ検討委員会・詰問委員会を数種設置し、多様な意見や提案に耳を傾け、

会員数増加への対応や士会事業の計画・遂行に生かすように尽力された。

・支部と各部が共同で実施する事業が年々盛んになってきている、今度も鋭意進めていただきたい。

・若手会員参加や会員の意見を吸い上げる対策を。

議題 12 その他、報告事項

6 月 3 日午前 新人向け研修会・説明会を開催。



次回部会

日時・場所

日時； 令和5年6月16日（金）19時から

場所； web

今後の予定


